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映画科学研究 全5巻

［監修・解説］アーロン・ジェロー トーキー、経営、検閲、配
給、映画技法……。実践から理論まで、昭和初期における映画
界の根本的な問題を研究。日本における映画学の原点の一つ
『映画科学研究』全巻を収録。 ●揃定価：本体125,000円＋税

映画芸術研究 全9巻

［監修・解説］アーロン・ジェロー 芸術性、リアリズム論、精
神分析、文学や演劇の映画化、映画批評の在り方、映画の社会
性・文化性、著作権……、錚々たる執筆陣が徹底的に分析、昭
和初期における画期的映画論誌。 ●揃定価：本体186,000円＋税

『日本映画』『映画旬報』全18巻
［監修］牧野 守 『日本映画』（1936.4～1945.2）は大日本映画協
会発行の理論誌。『映画旬報』（1941.1～1943.11）は当時最大発行
部数を誇った『キネマ旬報』の継続誌。両誌とも国策の影響が
よく反映された貴重文献。 ●揃定価：本体980,000円＋税

映画と詩Ⅰ/Ⅱ（『シナリオ研究』全8冊収録）
コレクション・都市モダニズム詩誌 16/17

［監修］和田博文［編］早川芳枝／水谷真紀 詩における映画的表現の可能
性を探った、北川冬彦を中心とするシナリオ研究十人会の機関誌『シナリオ
研究』（全８冊 1937・5～1940・9）を収録。 ●各巻定価：本体25,000円＋税

全3巻

一
九
四
一
年
七
月

一
九
四
二
年
一
二
月

戦
時
統
制
下

唯
一
の
映
画
研
究
誌

「
武
器
と
し
て
の
日
本
映
画
」
を
志
向
し
た

映
画
研
究
の
問
題
と
全
体
像
が
明
ら
か
に

◆監修・解説◆

冨田美香
国立映画アーカイブ主任研究員

◆解説・解題・総目次◆

三上聡太
立命館大学客員研究員

本書の特色

季
刊

●戦時統制下唯一の映画研究誌
日中戦争下の第一次映画雑誌統制で、100誌近くあった民間

発行の映画雑誌が7誌に整理された際に、唯一の映画研究誌と

して誕生。発行は1941年7月から1942年12月までで、戦

時下日本における映画研究の問題とその全体像を把握できる。

●理論家から実践者までの多様な執筆陣
編集兼発行人の滋野辰彦をはじめシナリオ研究十人会のメン

バーの北川冬彦、飯田心美らを中心に、今村太平、長江道太

郎、飯島正といった映画理論家、批評家や、伊丹万作、宮島

義勇、三木茂ら映画人などの豪華執筆陣。

●シナリオ論、映画演出などを詳細に記述
シナリオ論や映画論、漫画映画論やモンタージュ論、映画演出の詳

細まで考察しており、シナリオ研究十人会の目的であった「日本映

画向上のためのシナリオ革新運動」や、執筆者たちの“問題意識”

が戦時下にどのように変わっていったのかが如実にわかる。

●シナリオ論、映画論、映画研究を
通史的に概観
既に復刻されている『シナリオ研究』や『映画科学研究』と

あわせて読むことで、日本映画の草創期から戦中期までをと

おしたシナリオ論、映画論、映画研究を通史的に概観する視

野を得られるとともに、映画人たちが、武器としての日本映

画の向上を志向するに至った過程をも理解することができる。

●最終巻末に詳細な解説と解題・総目次を附す
第3巻の巻末に詳細な解説と解題・総目次を附した。

映
画
研
究

電子書籍 同時刊行予定！！
価格等は、KinoDen／Maruzen eBook Library／
EBSCO eBooks ほか各サービスにお問い合わせ下さい。
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●本文見本（約50％に縮小）第１号より

刊
行
に
あ
た

て

冨
田
美
香

日
本
映
画
の
戦
時
統
制
は

製
作

配
給

興
行

定
期
刊
行
物
の
各
分
野
で
重
ね
た
官
民
合

同
の
議
論
を
と
お
し
て

問
題
意
識

を
共
有
し

時
局
の
変
化
に
応
じ
た
段
階
を
踏
み
な
が
ら
浸

透
し
て
い

た
『
季
刊
映
画
研
究
』
は

日
中
戦
争
下
の
第
一
次
映
画
雑
誌
統
制
で

一
〇
〇
誌

近
く
あ

た
民
間
発
行
の
映
画
雑
誌
が
七
誌
に
整
理
さ
れ
た
際
に

唯
一
の
映
画
研
究
誌
と
し
て

誕
生
し
た
雑
誌
で
あ
る

発
行
は
一
九
四
一
年
七
月
か
ら
一
九
四
二
年
一
二
月
ま
で
の
計
五
冊
に

終
わ

た
が

全
冊
所
蔵
し
て
い
る
機
関
は
極
め
て
少
な
く

今
回
の
復
刻
で
よ
う
や
く

日
本

に
お
け
る
戦
中
ま
で
の
映
画
研
究
の
全
体
像
を
把
握
し
や
す
く
な

た
と
い
え
る
だ
ろ
う

本
誌
の
特
徴
は

第
一
線
の
理
論
家
か
ら
実
践
者
ま
で
揃
え
た
多
様
な
執
筆
陣
の
論
考
に
あ
る

編
集
兼
発
行
人
の
滋
野
辰
彦
（
上
田
定
德
）
を
筆
頭
に

共
に
『
シ
ナ
リ
オ
研
究
』
を
発
行
し
て
き

た
シ
ナ
リ
オ
研
究
十
人
会
の
メ
ン
バ

で
あ
る
北
川
冬
彦

飯
田
心
美

堀
場
正
夫

澤
村
勉

清
水
光

倉
田
文
人

小
林
勝
ら
を
中
心
と
し
て

今
村
太
平

長
江
道
太
郎

飯
島
正

清
水

晶

大
塚
恭
一
と
い

た
映
画
理
論
家

批
評
家
や

伊
丹
万
作

野
淵
昶

豊
田
四
郎

宮
島

義
勇

三
木
茂

深
井
史
郎
ら
映
画
監
督
や
ス
タ

フ
が

シ
ナ
リ
オ
論
や
映
画
論

漫
画
映
画

論
や
モ
ン
タ

ジ

論

映
画
演
出
の
詳
細
ま
で
展
開
し
て
い
る

戦
時
下
に
要
請
さ
れ
た
映
画

研
究
誌
の
枠
内
で

シ
ナ
リ
オ
研
究
十
人
会
の
目
的
で
も
あ

た
「
日
本
映
画
向
上
の
た
め
の
シ

ナ
リ
オ
革
新
運
動
」
や

執
筆
者
た
ち
の

問
題
意
識

が
ど
の
よ
う
に
変
わ

て
い

た
の
か
が

如
実
に
わ
か
る
史
料
で
も
あ
る

そ
の
変
化
は

日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
開
戦

ガ
ダ
ル

カ
ナ
ル
島
撤
退
に
至
る
ま
で
の
激
し
い
時
局
の
変
転
が

毎
号
の
内
容
や
テ

マ

掲
載
シ
ナ
リ

オ

「
映
画
法
の
理
念
」
の
連
載
と
い

た
編
集
方
針
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が

季
刊
で
あ
る
が
ゆ
え
に

痛
ま
し
い
ほ
ど
明
解
に
誌
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

本
誌
は

既
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
雑
誌
『
シ
ナ
リ
オ
研
究
』（
一
九
三
七
年

一
九
四
〇
年
）
や

『
映
画
科
学
研
究
』（
一
九
二
八
年

一
九
三
二
年
）
お
よ
び
『
映
画
芸
術
研
究
』（
一
九
三
三
年

一

九
三
五
年
）
と
あ
わ
せ
て
読
む
こ
と
で

日
本
映
画
の
草
創
期
か
ら
戦
中
期
ま
で
を
と
お
し
た
シ
ナ

リ
オ
論

映
画
論

映
画
研
究
を
通
史
的
に
概
観
す
る
視
野
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く

映
画
に

真
摯
に
取
り
組
み

理
知
的
な
思
考
を
重
ね
て
き
た
モ
ダ
ニ
ス
ト
た
る
映
画
人
た
ち
が

武
器
と

し
て
の
日
本
映
画
の
向
上
を
志
向
す
る
に
至

た
プ
ロ
セ
ス
を
も
示
す
史
料
で
あ
る

映
画
史

芸
術
史

日
本
史

現
代
史

メ
デ

ア
史

社
会
学
な
ど
幅
広
い
分
野
に
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
願
う

（
国
立
映
画
ア

カ
イ
ブ
主
任
研
究
員
）

三
上
聡
太

「
映
画
の
芸
術
性
全
般
に
関
す
る
専
門
研
究
」
と
「
映
画
学
の
確
立
」
を
掲
げ
て
創
刊
さ
れ
た

『
季
刊
映
画
研
究
』
は
「
映
画
雑
誌
新
体
制
」
と
呼
ば
れ
る
戦
時
統
制
下
の
映
画
研
究
誌
で
あ
る

当
時
の
映
画
人
た
ち
の
活
動
が
わ
か
る
数
少
な
い
資
料
だ
が

部
数
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
一

年
半
で
廃
刊
に
な

た
こ
と
も
あ
り

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
ず
に
き
た

『
季
刊
映
画
研
究
』
の
担
い
手
と
な

た
の
は
シ
ナ
リ
オ
研
究
十
人
会
の
メ
ン
バ

で
あ
る

飯

田
心
美
・
飯
島
正
・
今
村
太
平
・
大
黒
東
洋
士
・
北
川
冬
彦
・
滋
野
辰
彦
ら
は

当
局
の
「
国
民

映
画
」
の
片
棒
を
担
ぐ
か
た
ち
で

シ
ナ
リ
オ
研
究
を
映
画
研
究
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
い

た

そ
こ
に
は
か
つ
て
の
「
シ
ナ
リ
オ
文
学
運
動
」
を
再
始
動
す
る
狙
い
も
あ

た

そ
の
た
め
本
誌
は
研
究
報
告
に
加
え

シ
ナ
リ
オ
発
表
の
場
を
も
兼
ね
て
い
る

す
で
に
自
由

に
映
画
を
つ
く
る
こ
と
も

ま
た
自
由
に
映
画
を
論
じ
る
こ
と
も
む
ず
か
し
く
な

て
い
た
が

映
画
の
「
代
用
」
と
し
て
の
シ
ナ
リ
オ
に
は
ま
だ
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
た

シ
ナ
リ
オ
が
こ
の

よ
う
な
時
局
に
あ
や
か

た
こ
と
は

彼
ら
が
積
み
上
げ
て
き
た
「
視
覚
性
と
文
学
」
を
め
ぐ
る

理
論
と
と
も
に

あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
で
あ
る

今
回
の
復
刻
で
は

日
米
開
戦
を
挟
ん
だ
第
一
冊
（
一
九
四
一
年
七
月
）

第
二
冊
（
一
九
四
一
年

一
二
月
）

第
三
冊
（
一
九
四
二
年
四
月
）

第
四
冊
（
一
九
四
二
年
八
月
）

第
五
冊
（
一
九
四
二
年
一

二
月
）
の
全
冊
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た

映
画
研
究
が
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な

て
い
る
今
日

そ

の
理
論
と
実
践
が
戦
争
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

た
の
か

一
度
振
り
返

て
お
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
『
季
刊
映
画
研
究
』
が
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る

（
立
命
館
大
学
客
員
研
究
員
）

●
１
●

季
刊

映
画
研
究
第
1
冊

映
画
日
本
社
 
一
九
四
一
年
七
月
発
行

映
画
の
本
質
と
構
成
（
北
川
冬
彦
）
／
日
本
映
画
史
上
の
シ
ナ
リ
オ
（
大
塚
恭
一
）
／
シ
ナ
リ
オ
第
一
課

（
小
林
勝
）
／
「
シ
ナ
リ
オ
論
」
中
の
諸
問
題
（
伊
丹
万
作
）
／
取
材
と
構
成
に
つ
い
て
（
倉
田
文
人
）
／
シ

ナ
リ
オ
の
本
質
（
澤
村
勉
）
／
シ
ナ
リ
オ
と
撮
影
者
の
設
計
（
宮
島
義
男
）
／
手
帖
〔
希
望
と
責
任
（
飯
田
心

美
）
・
作
家
の
気
迫
（
倉
田
文
人
）
・
日
本
に
映
画
学
を
（
三
木
茂
）
・
感
慨
と
「
学
」
と
（
山
下
元
広
）
・
津
太

夫
の
声
（
滋
野
辰
彦
）〕
／
日
本
映
画
脚
本
作
家
名
鑑
／
し
な
り
お

杜
子
春
〈
芥
川
龍
之
介
作
品
〉（
小
林

勝
）
／
し
な
り
お
帰
雁
（
荒
木
田
家
寿
）
／
後
記
（
滋
野
辰
彦
）

季
刊

映
画
研
究
第
2
冊

映
画
日
本
社
 
一
九
四
一
年
一
二
月
発
行

記
録
映
画
論
（
今
村
太
平
）
／
漫
画
映
画
制
作
論
（
山
本
茂
）
／
漫
画
映
画
の
特
質
（
飯
田
心
美
）
／
ア
メ

リ
カ
映
画
シ
ナ
リ
オ
の
発
生
（
清
水
光
）
／
シ
ナ
リ
オ
の
本
質
（
二
）（
澤
村
勉
）
／
映
画
の
表
現
論
（
長
江

道
太
郎
）
／
モ
ン
タ

ジ

理
論
の
再
検
討
（
一
）（
清
水
晶
）
／
手
帖
〔
ノ
オ
ト
か
ら
（
飯
島
正
）
・
カ
ツ
ト

の
意
味
（
伊
丹
万
作
）
・
古
い
手
帖
か
ら
（
内
田
岐
三
雄
）
・
盤
嶽
の
一
生
そ
の
他
（
筈
見
恒
夫
）
・
映
画
俳
優
に

つ
い
て
（
遠
藤
慎
吾
）
・
雑
記
（
杉
山
平
一
）
・
農
村
の
文
化
映
画
（
堀
場
正
夫
）〕
／
映
画
法
の
理
念
（
笠
原
秀

雄
）
／
シ
ナ
リ
オ
千
鳥
（
片
山
薫
）
／
後
記
（
滋
野
辰
彦
）

●
2
●

季
刊

映
画
研
究
第
3
冊

映
画
日
本
社
 
一
九
四
二
年
四
月
発
行

シ
ナ
リ
オ
を
め
ぐ
つ
て
（
飯
島
正
）
／
時
代
映
画
の
遁
避
性
（
野
淵
昶
）
／
映
画
と
造
型
概
念
（
長
江
道
太

郎
）
／
セ
ツ
ト
の
限
界
性
（
篠
塚
源
蔵
）
／
古
典
劇
文
学
の
映
画
的
考
察
（
滋
野
辰
彦
）
／
映
画
法
の
理
念

（
二
）（
笠
原
秀
雄
）
／
し
な
り
お
生
く
る
日
の
限
り
（
田
畠
恒
男
）
／
し
な
り
お
遥
か
な
る
修
水
（
山
元
良

二
）
／
「
遥
か
な
る
修
水
」
と
「
生
く
る
日
の
限
り
」（
清
水
晶
）
／
編
輯
後
記
（
滋
野
辰
彦
）

季
刊

映
画
研
究
第
4
冊

映
画
日
本
社
 
一
九
四
二
年
八
月
発
行

演
出
の
記
（
豊
田
四
郎
・
池
田
一
夫
記
）
／
映
画
の
展
開
と
歌
舞
伎
の
展
開
（
荻
野
寧
）
／
映
画
音
楽
（
深
井

史
郎
）
／
映
画
主
義
文
学
の
基
礎
（
岩
淵
正
嘉
）
／
映
画
法
の
理
念
（
完
）（
笠
原
秀
雄
）
／
シ
ナ
リ
オ
出
発

（
松
崎
与
志
人
）
／
シ
ナ
リ
オ
塩
原
多
助
（
小
森
静
男
）
／
編
集
後
記
（
滋
野
辰
彦
）

●
3
●

季
刊

映
画
研
究
第
5
冊

映
画
日
本
社
 
一
九
四
二
年
一
二
月
発
行

演
出
の
記
（
豊
田
四
郎
・
池
田
一
夫
記
）
／
歴
史
・
自
然
・
映
画
（
堀
場
正
夫
）
／
「
映
画
に
於
け
る
人
間
」

そ
の
他
（
マ
チ
ア
ス
・
ウ
イ

マ
ン
江
戸
川
兵
太
郎
・
訳
）
／
映
画
と
科
学
（
今
村
太
平
）
／
映
画
観
客
の
社

会
学
的
考
察
（
笠
原
秀
雄
）
／
し
な
り
お

青
春
群
像
（
平
井
英
路
）
／
し
な
り
お

あ
る
青
春
（
倉
島
久

子
）
／
後
記
（
滋
野
辰
彦
）

●本文見本（約50％に縮小）第3号より ●本文見本（約50％に縮小）第2号より
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